
第三次北九州市高齢者支援計画
に係る施設整備計画について

北九州市保健福祉局

介護保険課



第三次北九州市高齢者支援計画
１ 計画の趣旨と位置づけ

第三次北九州市高齢者支援計画

老人福祉計画

介護保険事業計画

● 高齢者福祉事業に関すること

● 生きがいづくりや社会参加に関すること など

● 介護給付等サービスの見込み

● 費用の見込みと保険料 など



２．計画の位置づけと計画の期間

第三次北九州市高齢者支援計画

（平成２４年度～平成２６年度）

第二次北九州市高齢者支援計画

（平成２１年度～平成２３年度）

高齢者

支援

北九州の地域福祉２０１１～２０２０

（平成３２年度までの１０年間）

健康福祉北九州

総合計画
（平成１８年度～２２年度）

地域福祉

「元気発進！北九州」プラン

（基本計画は、平成３２年度までの１２年間）

北九州市

基本構想

基本計画

平成２６年度平成２５年度平成２４年度平成２３年度平成２２年度平成２１年度



北九州市の高齢社会を取り巻く現状
１ 高齢化の進行
（１）高齢化率の推移
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本市の高齢化率（総人口に占める65
才以上の人口の割合）は、平成22年10
月１日時点で25.1％と、人口の約4.0人
に１人が高齢者という状況です。

今後、平成２７年には総人口の29.1％
（およそ3.4人に１人）が高齢者になると
予測され、その後も高齢化は更に進む
と見られています。



（２）７５歳以上の高齢者（後期高齢者）の増加
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（３）高齢者だけの世帯の増加
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基本的な考え方・主な取り組み
１．基本理念

〔第三次高齢者支援計画の基本理念〕

家庭、地域、社会全体で安心のきずなを結び、すべての市民が生涯
を通じてその人らしく、いきいきと活躍できる

“参画と共生のまちづくり”

～ 高齢者とその家族を地域で見守り、互いに支え合い、誰もが社会
の一員としてまちづくりに参画できる地域社会の実現 ～



基本的な考え方・主な取り組み
２．基本目標・施策の方向性

【基本目標１】いきいきと生活し、積極的に社会参加できるまち
（施策の方向性）

（１）健康づくり・介護予防の充実
（２）生きがい・社会参加・地域活動の推進

【基本目標２】高齢者と家族を大切にし共に支えるまち
（施策の方向性）

（１）総合的な認知症対策の推進
（２）権利擁護・虐待防止の充実・強化
（３）高齢者を支える家族への支援

【基本目標３】住み慣れた地域で安心して暮らせるまち
（施策の方向性）

（１）身近な相談と地域支援体制の強化
（２）高齢者を支える介護サービス等の充実
（３）安心して生活できる環境づくり



介護保険制度の実施状況

要介護
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６５歳以上の高齢者数は約２５万人（249,268人）
で、約２割が要介護（要支援）者（52,410人）
（H24年3月末現在）
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介護保険制度の実施状況
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北九州市内の事業者の状況
１ 居宅サービス

1夜間対応型訪問介護

22小規模多機能型居宅介護

38認知症対応型通所介護

314居宅介護支援

61短期入所生活介護

66福祉用具貸与

41通所リハビリテーション

340通所介護

3訪問リハビリテーション

52訪問看護

15訪問入浴介護

326訪問介護

事業所数種類

（H24年3月末現在）



北九州市内の事業者の状況
１ 施設・居住系サービス
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施設数

722介護療養型医療施設

2,870介護老人保健施設

3,390介護老人福祉施設

194地域密着型特別養護老人ホーム

1,711グループホーム

2,092特定施設入居者生活介護

定員数種類

（H24年3月末現在）



要介護認定者の見込み
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サービス利用者数の見込み
（単位：人／月）

平成２１・２２年度は平均値、平成２３年度は７月速報値。平成２４年度以降は推計値。

37,217

38,682

39,825

41,351

42,556

44,141

32,000

34,000

36,000

38,000

40,000

42,000

44,000

46,000

平成２１年度 平成２２年度 平成２３年度 平成２４年度 平成２５年度 平成２６年度



高齢者福祉施設等の整備目標数算定に
当たっての基本的な考え方

（１）第二次計画（平成２１年度～２３年度）策定時に見通した平成２
６年度までの目標の達成と今後の地域包括ケアシステムの構築に
向けた取り組みを推進します。

（２）既存施設の整備状況、待機者の状況、市民ニーズ、今後の高
齢化の推移、国が示した参酌標準等を踏まえながら、給付と負担の
バランスにも留意し、在宅サービスと施設サービスとのバランスのと
れた適切な整備量を設定します。

（３）公募審査にあたっては、サービスの質を重視した評価を行い、
質の確保に取り組みます。



具体的な整備方針

（１）第二次に引き続き、利用者のニーズの高い、介護老人福祉施設
（特別養護老人ホーム）と認知症対応型共同生活介護（グループ
ホーム）を優先的に整備する。

（２）医療と介護の双方の機能を持つ介護老人保健施設について、今
後の地域包括ケアにおける役割を踏まえ、一定数を整備する。

（３）住み慣れた地域での在宅生活を支えるため、第二次に引き続き、
小規模多機能型居宅介護事業所の整備を促進する。

（４）要支援者の状態から入居でき、介護が必要な状態まで高齢者が安
心して住み続けることができる多様なサービスを確保する観点から、
混合型特定施設入居者生活介護（介護付有料老人ホーム等）を整
備する。



各施設サービス別の整備目標数
〔必要利用定員数〕
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各施設サービス別の整備目標数
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各施設サービスの整備目標数
１．介護老人福祉施設（特別養護老人ホーム）

介護老人福祉施設（特別養護老人ホーム）については、８７４床
を目標値として設定する。 なお、すべてユニット型とする。

（内訳）
・ 複合型介護老人福祉施設（地域密着型） １７４床（ ６施設）

小倉北区２施設、小倉南区２施設、若松区１施設、八幡東区１施設整備する。

・ 既存施設の増床 １００床（ ４施設程度）
１００床を上限として、３０床増床と２０床増床を合わせて４施設程度整備する。

・ 広域型介護老人福祉施設（１００床） ６００床（ ６施設）



（１）複合型介護老人福祉施設（特別養護老人ホーム）
（グループホームと小規模多機能型居宅介護を併設）

①募集数・募集区 ６施設

（内訳）小倉北区 ２施設、小倉南区 ２施設、

若松区 １施設、八幡東区 １施設

②公募スケジュール

公募説明会 平成２４年２月７日

応募締切り 平成２４年４月２７日

事業者決定 平成２４年６月上旬

開設予定 平成２５年６月

③補助金の有無 有り（建設補助 154,000千円／１併設）



（２）既存施設の増床（100床 ４施設程度）

※対象者に通知

①対象者 ８０床以下の広域型特別養護老人ホームを

運営している市内の事業者

※事前に意向調査を行い、その結果を踏まえて募集する。

②公募スケジュール

通知文発送 平成２４年６月上旬

応募締切り 平成２４年７月下旬

事業者決定 平成２４年９月上旬

開設予定 平成２７年３月

③補助金の有無 なし



（３）広域型介護老人福祉施設（特別養護老人ホーム）

（６００床 ６施設）

①募集数・募集区 ６施設 市内全区

②公募スケジュール

公募説明会 平成２４年１１月頃

応募締切り 平成２５年２～３月頃

事業者決定 平成２５年６～７月頃

開設予定 平成２７年３月

③補助金の有無 なし



各施設サービスの整備目標数

２．認知症対応型共同生活介護（グループホーム）

認知症対応型共同生活介護については、３６０床を目標値と
して設定する。

（内訳）
・新設による整備 （２ユニット１８床)  ２７０床（１５施設）

複合型介護老人福祉施設との併設 １０８床（ ６施設）
小規模多機能型居宅介護との併設 １６２床（ ９施設）

・ 既存施設の増床 ９０床（１０施設）
１ユニット９床の既存施設を２ユニット１８床へ増床する。



（１）複合型介護老人福祉施設との併設

①募集数・募集区 ６施設

（内訳）小倉北区 ２施設、小倉南区 ２施設、

若松区 １施設、八幡東区 １施設

②公募スケジュール

公募説明会 平成２４年２月７日

応募締切り 平成２４年４月２７日

事業者決定 平成２４年６月上旬

開設予定 平成２５年６月

③補助金の有無 有り（建設補助 154,000千円／１併設）



（２）小規模多機能型居宅介護との併設（第１回）

①募集数・募集区 ６施設

（日常生活圏域別） 門司１ １施設

八幡西２ １施設

八幡西４ １施設

八幡西５ ２施設

戸畑１ １施設

②公募スケジュール

公募説明会 平成２４年３月２１日

応募締切り 平成２４年６月２１日

事業者決定 平成２４年９月上旬

開設予定 平成２５年６月

③補助金の有無 有り（建設補助 合計 52,500千円／１併設）



（３）小規模多機能型居宅介護との併設（第２回）

①募集数・募集区 ３施設 小倉北区、若松区、八幡東区

（各１施設整備を予定）

※日常生活圏域別は、複合型介護老人福祉施設の

公募選定結果を踏まえて決定する。

②公募スケジュール

公募説明会 平成２５年６月頃

応募締切り 平成２５年１０月頃

事業者決定 平成２６年１～２月頃

開設予定 平成２７年３月

③補助金の有無 未定



（４）既存施設の増床（90床 10施設）

※対象者に通知

①対象者 １ユニット（９人）で運営している市内の事業者

※日常生活圏域別は、整備状況を踏まえて決定する。

②公募スケジュール

通知文発送 平成２５年１０月頃

応募締切り 平成２５年１２月～平成２６年１月頃

事業者決定 平成２６年２月頃

開設予定 平成２７年３月

③補助金の有無 なし



各施設サービスの整備目標数

３．介護老人保健施設

介護老人保健施設については、１００床を目標値として設定
する。

（内訳）
・ 既存施設の増床 １００床（２施設程度）

例として、現在定員５０床を５０床増床して１００床とする。



（１）既存施設の増床（１００床 ２施設程度）
※対象者に通知

①対象者 １００床未満の介護老人保健施設を運営している

市内の事業者

※事前に意向調査を行い、その結果を踏まえて募集する。

②公募スケジュール

通知文発送 平成２５年８月頃

応募締切り 平成２５年１０～１１月頃

事業者決定 平成２５年１２月～平成２６年１月頃

開設予定 平成２７年３月

③補助金の有無 なし



各施設サービスの整備目標数

４．小規模多機能型居宅介護

小規模多機能型居宅介護については、１８施設（登録定員４５０
人）を目標値として設定する。なお、１施設の登録定員は２５人と
する。

（内訳）

・ 複合型介護老人福祉施設との併設 ６施設（登録定員１５０人）

・ グループホームとの併設 ９施設（登録定員２２５人）

・ 単独型 ３施設（登録定員 ７５人）



（１）複合型介護老人福祉施設との併設

①募集数・募集区 ６施設

（内訳）小倉北区 ２施設、小倉南区 ２施設、

若松区 １施設、八幡東区 １施設

②公募スケジュール

公募説明会 平成２４年２月７日

応募締切り 平成２４年４月２７日

事業者決定 平成２４年６月上旬

開設予定 平成２５年６月

③補助金の有無 有り（建設補助 154,000千円／１併設）



（２）グループホームとの併設（第１回）

①募集数・募集区 ６施設

（日常生活圏域別） 門司１ １施設

八幡西２ １施設

八幡西４ １施設

八幡西５ ２施設

戸畑１ １施設

②公募スケジュール

公募説明会 平成２４年３月２１日

応募締切り 平成２４年６月２１日

事業者決定 平成２４年９月上旬

開設予定 平成２５年６月

③補助金の有無 有り（建設補助 合計 52,500千円／１併設）



（３）グループホームとの併設（第２回）

①募集数・募集区 ３施設 小倉北区、若松区、八幡東区
（各１施設整備を予定）

※日常生活圏域別は、複合型介護老人福祉施設の
公募選定結果を踏まえて決定する。

②公募スケジュール

公募説明会 平成２５年６月頃

応募締切り 平成２５年１０月頃

事業者決定 平成２６年１～２月頃

開設予定 平成２７年３月

③補助金の有無 未定



（４）単独型

①募集数・募集区 ３施設 小倉北区、小倉南区、戸畑区
（各１施設整備を予定）

※日常生活圏域別は、整備状況を踏まえて決定する。

②公募スケジュール

公募説明会 平成２５年８～９月頃

応募締切り 平成２５年１２月頃

事業者決定 平成２６年３～４月頃

開設予定 平成２７年３月

③補助金の有無 未定



各施設サービスの整備目標数

５．特定施設入居者生活介護

特定施設入居者生活介護については、定員数で５２５人分、
実定員ベースで７５０人分を目標値として設定する。

（内訳）

・既設と新設で７５０人分



（１）特定施設入居者生活介護（既設）
※対象者に通知

①対象者 平成１８年４月の福岡県による総量規制導入前に

介護付有料老人ホームとしての建設計画を有し、

福岡県と協議を行っていた施設で、平成１８年３月

３１日までに建築確認申請を行っていたもの。

②公募スケジュール

通知文発送 平成２４年８～９月頃

応募締切り 平成２４年１０月頃

事業者決定 平成２４年１２月～平成２５年１月頃

開設予定 平成２５年９月

③補助金の有無 なし



（２）特定施設入居者生活介護（新設）

①募集数・募集区 検討中

②公募スケジュール

公募説明会 平成２５年３～４月頃

応募締切り 平成２５年６～７月頃

事業者決定 平成２５年１０月～１１月頃

開設予定 平成２７年３月

③補助金の有無 なし



各施設サービスの整備目標数
６．複合型サービス

①募集数・募集区 １施設 市内全区

②公募スケジュール

公募説明会 平成２４年５月２５日

応募締切り 平成２４年８月３１日

事業者決定 平成２４年１０月上旬～中旬

開設予定 平成２５年６月

③補助金の有無 有り 建設補助 ２０，０００千円

備品等補助 ３，０００千円（予定）



複合型サービスとは





複合型サービスの創設
○小規模多機能型居宅介護と訪問看護など、複数の居宅サービスや地域密着型サービスを
組み合わせて提供する複合型事業所を創設する。

○これにより、利用者は、ニーズに応じて柔軟に医療ニーズに対応した小規模多機能型サービ
スなどの提供を受けられるようになる。また、事業者にとっても、柔軟な人員体制が可能になる、
ケアの体制が構築しやすくなるという利点がある。

小規模多機能型

居宅介護

ａ事業所

訪問看護

ｂ事業所

利用者

○それぞれのサービスごとに別々の事業所からサー
ビスを受けるため、サービス間の調整が行いにくく、柔
軟なサービスが行いにくい。

○小規模多機能型居宅介護は、地域包括ケアを支え
る重要なサービスだが、現行の小規模多機能型居宅
介護は、医療ニーズの高い要介護者に十分対応でき
ていない。

○１つの事業所から、サービスが組み合わされて提供
されるため、サービス間の調整が行いやすく、柔軟な
サービス提供が可能。

○小規模多機能型居宅介護と訪問看護を一体的に提
供する複合型事業所の創設により、医療ニーズの高
い要介護者へ支援を充実することが可能。

小規模多機能型居宅介護

＋

訪問看護

Ａ事業所（複合型事業所）

利用者

現行制度
創設後





複合型サービスの介護報酬

３１，９３４単位／月要介護５

２８，３４７単位／月要介護４

２５，１１１単位／月要介護３

１８，１５０単位／月要介護２

１３，２５５単位／月要介護１

介護報酬単位数要介護度

利用者の状態に応じた通い・泊まり・訪問（介護・看護）サービスを柔軟に提供
する観点から、要介護度別・月単位の定額報酬を基本とした報酬を設定。



各施設サービスの整備目標数

７．定期巡回・随時対応型訪問介護看護

①募集数・募集区 １施設 市内全区

②公募スケジュール

公募説明会 平成２４年７月下旬

応募締切り 平成２４年１０月下旬

事業者決定 平成２４年１２月上旬

開設予定 平成２５年６月

③補助金の有無 有り 建設補助 ５，０００千円

備品等補助 ２０，０００千円（予定）



定期巡回・随時対応サービスとは









定期巡回型・随時対応サービスの介護報酬

２６，７００単位／月２６，７００単位／月３０，４５０単位／月要介護５

２２，２５０単位／月２２，２５０単位／月２５，３１０単位／月要介護４

１７，８００単位／月１７，８００単位／月２０，７２０単位／月要介護３

１１，１２０単位／月１１，１２０単位／月１３，９２０単位／月要介護２

６，６７０単位／月６，６７０単位／月９，２７０単位／月要介護１

介護利用者介護・看護利用者

定期巡回型・随時対応
訪問介護看護費（Ⅱ）

（連携型）

定期巡回型・随時対応訪問介護看護費（Ⅰ）

（一体型）

日中・夜間を通じて１日複数回の定期訪問と随時の対応を介護・看護が一体
的に又は密接に連携しながらサービスを柔軟に提供する観点から、要介護度
別・月単位の定額報酬を基本とした報酬を設定。


